
実績記録票の記載に係る算定の考え方

報酬算定には、サービス内容に応じたサービスコードを使用する。

サービスコードは、「サービス内容」、「提供時間帯」、「提供時間」、「提供人数」等により、それぞれ単位数が異なる。

なお、提供時間帯については、「日中」「夜間」「深夜」「早朝」に分かれており、日中の時間帯を基準に、それぞれ加算がついた単位数となる。

深夜 早朝 日中 夜間 深夜
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×1.5 ×1.25 ×1 ×1.25 ×1.5

基本型

深夜、早朝、日中、夜間の各時間帯をまたがず、同じ時間帯の中でのみサービス提供を行った場合、基本型のサービスコードを使用する。

合成型

提供時間帯をまたがったサービス提供時間が３時間未満で、かつ時間帯のサービス時間がそれぞれ30分以上の場合、合成型のサービスコードを使用する。

なお、提供時間帯をまたがったサービス提供時間の一部が30分未満の場合には、多くの時間を占める時間帯のサービスコードを使用する。

日
付

曜
日

計 画 計画

時間

提供実績 算定
時間

開始時間 終了時間 開始時間 終了時間

1 月 17:30 18:30 1.0 17:30 18:30 1.0

増分型

提供時間帯をまたがったサービス提供時間が３時間以上の場合、３時間以降の報酬算定については、増分型のサービスコードを使用する。

なお、サービス提供時間が３時間以上の場合でも、同じ提供時間帯の場合、基本型のサービスコードを使用する。

例）7：00～23：00（16時間）１人対応 の場合

日
付

曜
日

計 画 計画

時間

提供実績
算定
時間開始時間 終了時間 開始時間 終了時間

1 月 7:00 10:00 3.0 7:00 10:00 3.0

1 月 10:00 18:00 8.0 10:00 18:00 8.0

1 月 18:00 22:00 4.0 18:00 22:00 4.0

1 月 22:00 23:00 1.0 22:00 23:00 1.0

日
付

曜
日

計 画 計画

時間

提供実績
算定
時間開始時間 終了時間 開始時間 終了時間

1 月 10:00 13:00 3.0 10:00 13:00 3.0

サービスコード サービス内容 単位数

3131 （身体有り）日中３．０ 815 単位

サービスコード サービス内容 単位数

3423 （身体有り）日中０．５・夜間０．５ 429 単位

サービスコード サービス内容 単位数

3395 （身体有り）早朝１．０・日中２．０ 913 単位

3887 （身体有り）日中増８．０ 1,296 単位

3959 （身体有り）夜間増４．０ 810 単位

3971 （身体有り）深夜増１．０ 243 単位

⇒

⇒



事例① 通常のサービスの場合

例）
１０月１日（土曜）にサービスを利用

① １０：００～１１：３０（１人対応）



事例② 複数の時間帯でサービスを行った場合

例）
１０月１日（土曜）にサービスを利用

① ７：００～２３：００（１人対応）

【注意点】

提供時間帯をまたがったサービス提供を行い、さらにサービス提供時
間が３時間以上の場合、３時間以降の報酬算定については、増分型
のコードを使用する。



事例③ ２人派遣で、派遣時間が同一の場合

例）
１０月１日（土曜）にサービスを利用

① １０：００～１１：３０（２人対応）

【注意点】

２人派遣でヘルパーの派遣時間が同一の場合、１人目は通常のサー
ビスコードを使用し、２人目は、２人派遣用のサービスコードを使用す
る。



事例④ ２人派遣で、派遣時間がずれた場合

【注意点】

２人派遣でヘルパーの派遣時間がずれた場合、１行目は通算の時間
で通常のサービスコードを使用し、２行目は、２人派遣となっている時
間帯の２人用サービスコードを使用する。

例）
１０月１日（土曜）にサービスを利用

① １０：００～１１：００（１人対応）
② １１：００～１３：００（２人対応）
③ １３：００～１４：００（１人対応）



事例⑤ サービスを行っていない時間（空き時間）が２時間未満の場合

【注意点】

サービス提供の間隔が２時間未満の場合、連続した１回のサービス
提供として取り扱う。

実績記録票は、２行に分け、算定時間数は最終行にまとめて設定す
る。
※サービスを行っていない時間は、算定できません。
※２時間未満＝０～１時間５９分までの空き時間。

例）
１０月１日（土曜）にサービスを利用

① ９：００～１０：３０（１人対応）
② １２：００～１４：００（１人対応）



事例⑥ サービスを行っていない時間（空き時間）が２時間以上の場合

【注意点】

サービス提供の間隔が２時間以上の場合、複数のサービス提供とし
て取り扱う。
実績記録票は、２行に分け、通常通り設定する。

例）
１０月１日（土曜）にサービスを利用

① ９：００～１０：３０（１人対応）
② １５：００～１７：００（１人対応）



事例⑦ サービス提供時間が２０分以上３０分未満の場合

【注意点】

提供時間数が３０分未満であっても、提供時間数が２０分以上の場合
は、実績記録票の算定時間数に０．５を設定する。

例）
１０月１日（土曜）にサービスを利用

① １０：００～１０：２０（１人対応）



事例⑧ 短時間で時間帯をまたぐ場合（例：早朝１０分＋日中１０分）

例）
１０月１日（土曜）にサービスを利用

① ７：５０～８：１０（１人対応）

【注意点】

サービスの開始時刻が属する時間帯の提供時間が１５分未満である
場合、多くの時間を占める時間帯で算定する。
※事例の場合、早朝時間帯１０分、日中時間帯が１０分で、早朝と
日中の時間帯が同じため、早朝のとして算定される。

※２つの時間帯で同時間の場合（上記例など）は、開始時間の属する
時間帯のコードを使用する。




